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は　　じ　　め　　に

パンデミックＸへの備え

COVID-19 の発生前にパンデミックを起こしたウイルス感染症のうち，最もインパクトの大きかったの

は1918 〜 1920 年に流行したスペイン風邪（H1N1 亜型インフルエンザ）であろう．

この約 100 年後の2019 年 12 月にCOVID-19 は中国武漢市で発生し，2020 年 3 月にパンデミックアラー

トが宣言された．COVID-19 対策緩和後の2023 年には，富山県衛生研究所においても「健康危機管理対処

計画」が策定され，次のパンデミックに対する備えが始まっている．この対処計画が対象とする「健康危

機」はもっぱら呼吸器ウイルス感染症である．この健康危機をいち早く検出することがパンデミックＸ検

出の鍵となるため，わが国の感染症発生動向調査として急性呼吸器感染症（ARI）サーベイランスが2025

年 4 月から開始された．県内 48 の内科・小児科急性呼吸器感染症定点医療機関において，インフルエンザ，

新型コロナウイルス感染症とは別に，ARI 症候群として「発熱の有無を問わず，呼吸器症状（咳嗽，咽頭

痛，呼吸困難，鼻汁，鼻閉のいずれか1 つ以上）を呈し，発病から10 日以内で，医師が感染症を疑う患

者」を届出することとなった．一方，県内 5 保健所管轄の6 医療機関において，ARI 症状を主訴とする小

児，成人患者から検体採取し，病原体サーベイランスを実施している．実際には，13 種類のウイルスを検

出するリアルタイム PCR を実施している．既に富山衛研では2025 年 4 〜 6 月のARI サーベイランスにお

ける157 症例からのウイルス検出結果をホームページに掲載し，県民に情報還元している．県内の2025 年

4 〜 6 月の検出病原体の割合では，インフルエンザウイルス A，9%，SARS-CoV-2，6%，ヒトアデノウイ

ルス，20%，ヒトライノウイルス / エンテロウイルス，16%，RS ウイルス -B，20%，ヒトメタニューモウ

イルス，9%，ヒトパラインフルエンザウイルス（HPIV）-3，7%，HPIV-4，6% 等が検出されている．また，

本サーベイランスにおいては，特定のウイルスの陽性率が把握できることが利点であり，とりわけ，前向

きに一定の体制でサーベイランスを継続していることに意義がある．その一例として，2025 年 31 週の全

国のARI サーベイランス週報では，SARS-CoV-2 の陽性率が急速に増加している所見が認められている

（https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idss/content/teiten_ARI/ARI_2025w31.pdf）．また，原因不明の

ARI 患者の急増する事態にあっては，メタゲノム解析により新規ウイルスの検出も想定される．

このようなARI サーベイランスの運用は，COVID-19 パンデミック発生初期に課題とされた国内の医療

機関における検査能力の拡充にもつながり，地方衛生研究所職員の検査技術，疫学データの解析等を通じ

て人材育成に資することも期待される．今後，ARI サーベイランスの運用にあたり，有意義な情報を収集

するための工夫も重要になる．

　令和 7 年 9 月

富山県衛生研究所所長

大石　和徳
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